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地域防災力の要 消防団地域防災力の要 消防団

　境港市消防団による出初式が、１月１０日（日）

に大正町の隠岐汽船乗り場で行われ、市内６つの

分団から約７０人の消防団員が参加しました。

　消防団員の行進のあと、サイレンの合図ととも

に、境水道に向けて力強く一斉放水を行いました。

　地域防災力が重視されている今日、消防団の皆

さんは、地域防災の要として、大きな役割を担っ

ています。また、消防団では団員を募集しています。

「大切な人、大切なまちを守りたい」というあなた

の想いを消防団活動に活かしてみませんか。



　

多
く
の
給
与
所
得
者
の
所
得
税

は
、
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
人
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。

◇
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

　

あ
り
、
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

　

が
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基

　

礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計

　

額
を
超
え
る
人

◇
土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売
却

　

し
た
人

◇
給
与
所
得
者
で
次
の
①
〜
③
に
該

　

当
す
る
人

①
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

　

る
人

②
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
な
ど
の
支　

　

払
い
を
受
け
て
い
る
人

③
給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

　

が
20
万
円
を
超
え
る
人
な
ど

※
20
万
円
を
超
え
な
い
場
合
で
も
、

　

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

【
所
得
税
に
お
け
る
年
金
所
得
者
の

確
定
申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て
】

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

書
は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
人
】

　

平
成
27
年
中
に
次
の
よ
う
な
事
由

が
あ
る
人
は
、
申
告
す
れ
ば
所
得
税

が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
火
災
や
震
災
、
風
水
害
、
盗
難
な

　

ど
の
被
害
を
受
け
た
と
き
（
雑
損

　

控
除
）

※
シ
ロ
ア
リ
駆
除
以
外
は
米
子
会
場

で
の
申
告
と
な
り
ま
す

②
病
気
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支

　

払
っ
た
と
き
（
医
療
費
控
除
）

③
都
道
府
県
・
市
区
町
村
な
ど
へ
の

　

寄
附
を
し
た
と
き（
寄
附
金
控
除
）

④
金
融
機
関
な
ど
か
ら
住
宅
資
金
を

　

借
入
れ
、
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま

　

た
は
増
改
築
を
し
た
と
き
（
住
宅

　

借
入
金
等
特
別
控
除
）

⑤
勤
め
を
年
の
途
中
で
や
め
て
再
就

　

職
し
て
い
な
い
と
き

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
境
港

市
に
住
所
が
あ
る
人
は
市
・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
中
に
収
入
が
全
く
な
い

人
や
、
非
課
税
所
得
（
遺
族
・
障
害

年
金
等
）
の
み
の
人
で
も
、
各
種
保

険
料
（
税
）
の
算
定
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
に
申
告
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
な
ど

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

②
給
与
所
得
の
み
、
も
し
く
は
公
的

　

年
金
等
に
係
る
所
得
の
み
の
人

　

で
、
給
与
・
公
的
年
金
等
の
支
払

　

先
な
ど
か
ら
市
役
所
へ
支
払
報
告

　

が
な
さ
れ
て
い
る
人
な
ど

【
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
れ
ば
税

金
が
安
く
な
る
人
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
の
必
要
が
な

い
人
で
も
、
次
に
当
て
は
ま
る
と
き

は
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
れ
ば
、

平
成
28
年
度
市
・
県
民
税
が
安
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
給
与
や
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

の
み
の
人
で
、「
源
泉
徴
収
票
」
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
該
当
す
る

控
除
が
あ
る
と
き

※
市
・
県
民
税
が
安
く
な
る
事
に
よ

っ
て
、
各
種
保
険
料
（
税
）
や
サ
ー

ビ
ス
の
負
担
金
等
も
連
動
し
て
変
化

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
①
〜
⑤
に
該
当
す
る
人
は
、

市
民
会
館
の
申
告
相
談
で
は
対
応
で

き
ま
せ
ん
。
米
子
税
務
署
が
開
設
す

る
米
子
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。（
米
子
会
場
は
所
得
税
だ
け
で

な
く
、贈
与
税
や
消
費
税
等
を
含
め
、

市
・
県
民
税
の
申
告
以
外
の
全
て
の

申
告
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。）

①
青
色
申
告
の
人

②
土
地
、
建
物
、
株
式
等
の
売
却
な

　

ど
で
分
離
課
税
の
対
象
と
な
る
人

③
家
屋
の
新
築
や
購
入
ま
た
は
増
改

　

築
を
さ
れ
て
次
の
控
除
を
受
け
る

　

人
・
特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除

・
住
宅
耐
震
改
修
特
別
控
除

・
住
宅
特
定
改
修
特
別
税
額
控
除

・
認
定
住
宅
新
築
等
特
別
税
額
控
除

④
雑
損
控
除
（
シ
ロ
ア
リ
駆
除
を
除

　

く
）

▼
米
子
会
場

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
受
付
日
時

　

２
月
16
日（
火
）〜
３
月
15
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
を
除
く

　

昨
年
ま
で
税
務
署
が
実
施
し
て
い

た
「
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ

で
の
申
告
に
は
押
印
が
不
要
で
す

が
、
今
年
の
市
民
会
館
で
は
ｅ
‐
ｔ

ａ
ｘ
で
の
申
告
は
出
来
ま
せ
ん
の

で
、必
ず
印
章
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

    　　　　      　　　　  確 定 申 告 が 始 ま り ま す確 定 申 告 が 始 ま り ま す
 　      ◎と　き　２月１６日（火）～ ３月１５日（火）　※土・日は除く
　　　　       　午前９時～正午、午後１時～５時  （ 受付：午前８時３０分～午後４時 ）

　       ◎ところ　市民会館第１会議室（２階）

   　   ※ 会場開設期間中、税務課の窓口では申告相談を実施しておりません。
　　　　（作成済の申告書の提出のみ受け付けます。）

申

告

に

関

す

る

大
切
な
お
知
ら
せ

市
・
県
民
税
の
申
告

米
子
会
場
で
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告
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確
定
申
告
関
連
情
報
や
申
告
様
式

な
ど
の
情
報
が
満
載
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を

利
用
す
る
と
、
自
宅
で
ス
ム
ー
ズ
に

申
告
書
が
作
成
で
き
、
郵
送
（
米
子

税
務
署
）
や
持
参
（
市
民
会
館
、
米

子
税
務
署
）
で
提
出
で
き
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w
w
.n
ta.g

o
.jp

/

　　

ま
た
、
市
・
県
民
税
に
つ
い
て
も

申
告
書
の
様
式
や
記
載
例
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
ご

自
宅
で
作
成
し
た
い
人
は
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
市
・
県
民
税
申
告
に
つ
い
て
」

　

h
ttp

s://w
w
w
.city

.sak
aim

in

ato
.lg

.jp
/in

d
ex

.p
h
p
?v

iew
=1

0

6
6
7
7 ぜ

ひ
一
度
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ご
覧
く
だ
さ
い

▼問い合わせ先

◇米子税務署　

　（☎３２－４１２１）

◇税務課市民税係

　（☎４７－１０１７）

確 定 申 告 に 必 要 な も の確 定 申 告 に 必 要 な も の　  
□ 申告書やお知らせはがき（税務署から届いている人のみ）

□ 印章（スタンプ印不可）

□ 所得額がわかるもの

　①給与所得や公的年金に係る雑所得がある人

　　⇒　源泉徴収票

　②個人年金や講演料などの雑所得、保険の満期返戻金や一時金などの一時所得がある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　③事業所得などがある人　

　　⇒　帳簿書類、収支内訳書（会場での作成には大変時間を要します。順番待ちの人も多くいらっしゃいますので、

　　　事前の作成にご協力下さい。）

　　※平成２６年１月から帳簿の記載と保存が義務付けられています。

□ 控除額がわかるもの

　①社会保険料控除を受ける人

　　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　　※国民年金保険料の支払いがある人は社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の添付が必要です。

　②生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人

　　⇒　支払い保険料などの証明書

　③本人および控除対象配偶者、扶養親族で障害者控除を受ける人

　　⇒　障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書など

　④医療費控除を受ける人

　　⇒　平成２７年１月１日から１２月３１日の間に支払った医療費の領収書等、保険金などで補てんされる金額が

　　　ある場合はその金額がわかるもの（必ず集計をしておいてください）

　　※ 医療費の明細書（兼領収書用封筒）は申告会場、税務課窓口にあります。必要な人はお求めください。

　⑤寄附金控除を受ける人

　　⇒　寄附金の内容がわかる領収書など

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人（詳しくは市報１月号、国税庁ホームページ等でご確認ください。）

□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付の場合）

　　　　　【障害者控除対象者認定書について】

　　　　　　平成２７年１２月３１日現在で６５歳以上であり、介護保険の要介護認定を受けている人が申請に

　　　　　することにより交付されます。

　　　　　　要件・申請等に関しては、長寿社会課（☎４７－１０３９）までお問い合わせください。

　　　　　【ふるさと納税ワンストップ特例制度をご利用の人へ】

　　　　 　　ふるさと納税ワンストップ特例制度をご利用の人は、原則、申告不要で寄附金税額特別控除（住民税）

　　　　　が受けられます。

　　  　　　申告書を提出すると、特例申請は無効となりますので、必ず特例分を含めた全ての寄附金の証明書を

　　　　　ご持参下さい。

3　平成２８年２月



国民健康保険費特別会計が危ない！国民健康保険費特別会計が危ない！

　　　　　　　　◆◆  増え続ける赤字  ◆◆

　　　　　　　　　　　毎年、厳しい財政状況が続いている国民健康保険費特別会計（国保会計）では、
　　　　　　　　　　平成２７年度決算で、１億円を超える赤字になる見込みです。今後も、さらに厳
　　　　　　　　　　しい状況が続くことが見込まれています。

　　　　　　　　◆◆ 赤字の主な原因は ◆◆

　　　　　　　　　　① 高齢化の進展や生活習慣病、医療の高度化などにより、医療費が年々増加して
　 　　　　　　　　　　います。
　　　　　　　　　　② 所得の低い人の割合が年々増加し、保険税収入額が減少しています。

　　　　　　　　◆◆ 赤字解消に向けて ◆◆

　　　　　　　　　　赤字の増大は、国保会計だけでなく境港市の財政全体に大きな影響を及ぼしてい
　　　　　　　　　ます。近年では、一般会計から平成２５年度に約７，５００万円、平成２６年度に約
　　　　　　　　　５，２００万円の法定外の繰入れを実施し、赤字の解消を図りました。
　　　　　　　　　　けれども、平成２７年度決算では１億円を超える赤字が見込まれ、このままでは、
　　　　　　　　　平成２９年度末には累計で約２億８千万円の赤字が予想されます。国保加入者の皆
　　　　　　　　　さんには、保険税の納期内納付や医療費節減へのご理解・ご協力をお願いします。
　　　　　　　　　
　今後も引き続き、
　１．滞納整理等を強化し、収納率の向上を図ります。
　２．ジェネリック医薬品の利用促進を図るとともに、レセプト点検を強化するなど、医療費の適正化
　　　を図ります。
　３．全国健康保険協会と連携して、がん検診や特定健診・特定保健指導の受診率向上を図るとともに、
　　　レセプトデータや健診データを活用した効果的な保健事業により健康なまちづくりを進め、医療
　　　費の削減に取り組みます。

県内４市の「一人当たり医療費」を比べてみました。県内４市の「一人当たり医療費」を比べてみました。

　　　【平成２６年度】

　
◆　境港市の１人当たり医療費は４３４，９５７円（県内２位）と県内でも突出して高くなっています。
　　境港市の国保加入者は、現在約７，８００人で、仮に１人当たり医療費が米子市並みになれば、医療

　費全体で約５億６千万円の削減が可能になります。

１人当たり医療費 県内順位 境港市との差額

鳥取市 340,577 円 １７位 ▲ 94,380 円

米子市 362,483 円 １２位 ▲ 72,474 円

倉吉市 348,275 円 １６位 ▲ 86,682 円

境港市 434,957 円 　２位

赤 字 額
１ 億 円

医療費の増
収入額の減

累 積 赤 字
２億８千万円

平成２７年度決算見込平成２７年度決算見込
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現在、保険税の引き上げを検討しています。現在、保険税の引き上げを検討しています。
　◆　境港市の保険税の収入は、毎年６億円前後で頭打ち状態です。でも、医療費は毎年増え続け、平
　　成２６年度には約３０億円となり、国保財政は破綻寸前です。
　◆　このため、平成２９年度末までに見込まれる約２億８千万円の赤字解消を目的に、現在、平成２８

　　年度からの国保税の引き上げを検討しています。

「保険税を上げない」ためには「医療費の削減」が必要です。「保険税を上げない」ためには「医療費の削減」が必要です。
　◆　平成３０年度から国民健康保険は制度改正により、都道府県が財政運営を行うことになりますが、
　　一方で、これまでのように市町村が独自に行ってきた一般会計からの法で定められた以外の繰り入
　　れは行うことができなくなるので、赤字額はすべて国保税で賄わなければなりません。
　　　今後も、さらに厳しい国保財政の運営が予想されます。
　◆　１人が年間１万円（３割負担の場合なら、患者負担額は３千円）の医療費を節減すると、全体で
　　年間７，８００万円の医療費が削減できます。

「すぐにできる、みんなでできる」医療費節減のコツ！「すぐにできる、みんなでできる」医療費節減のコツ！

　◆　特定健診やがん検診を受診し、自分の体のことを把握しましょう。
　　　病気の早期発見によって、重症化や医療費の増加を防ぐことが期待できます。

　◆　病院や薬局からもらう薬には、新薬（先発薬）のほかに成分や効き目が同等で低価格の後発医薬
　　品（ジェネリック医薬品）があります。ジェネリック医薬品を利用すると、医療費の総額や自己負
　　担が安くなります。
　　　受診の時、医師にジェネリック医薬品を処方してもらうよう伝え、ジェネリック医薬品の利用促
　　進を心がけましょう。

　◆　飲み忘れのお薬が大量にある場合は、医師または調剤薬局に相談しましょう。
　　　残薬を調整してもらうことで、無駄な薬の処方や飲み誤りを防げます。

　◆　ひとつの病気で複数の病院を受診すると、受診するたびに初診料がかかり、医療費が多くかかり
　　ます。また、何度も検査や処置・投薬などを行うので、かえって体に負担をかけてしまう場合があ
　　ります。医師と相談し、適切な受診をお願いします。

　◆　時間外や休日の診療には、割増料金がかかります。
　　　緊急性が高いのかどうか、よく考えて受診しましょう。

　 ▼問い合わせ先
　　市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

年に１度は健康診断を受けましょう

ジェネリック医薬品を利用しましょう

薬は必要な分だけもらいましょう

重複・多受診をやめましょう

時間外や休日の受診は避けましょう

5　平成２８年２月



境港市がん検診期間残りわずか（２月２９日まで）

あなたとあなたの周りの人はあなたとあなたの周りの人は

今年度の今年度の「結核・肺がん検診」「結核・肺がん検診」はお済みですか？はお済みですか？

　今年度、市の「結核・肺がん検診（検診車）」を受けられる

最後の機会です▲

と　　　き　　２月２１日（日）　午前９時～１１時

　　　　　　　　※上記の時間内に直接おこしください。（予約不要）▲

と　こ　ろ　　保健相談センター▲

対　　　象　　４０歳以上の市民　　

▲

持参するもの　がん検診受診券

　検診車日程以外に、平日、済生会境港総合病院でも受診できます。

　（※済生会に直接予約が必要です）

結核・肺がん検診（検診車）のお知らせ 無料無料

【問い合わせ先】　健康推進課（☎４７－１０４３）

0

10

20

30
 

　境港市では肺がんにかかる人の割合が高い（全国比 男 1.2倍 女 1.5倍※H18～ 22年の平均）
ですが、結核の発生率も高い状況が続いています。

　結核は感染症のため、ひとりでなく、みんなが

毎年検診を受けることで感染の広がりを防ぐことに繋がります。

　今年度、まだ「結核・肺がん検診」を受けてない人が周りにおられましたら、

受診を勧めていただくよう、お願いします。

　その他の検診についても、まだ受診されていない場合は、
２月２９日（月）までに、市内医療機関でお受けください。

※乳・子宮がん検診は、米子市の医療機関でも受診できます。

市報さかいみなと　6



マイナンバー制度のお知らせマイナンバー制度のお知らせ

　　個人番号カードの交付を申請された人へ

　個人番号カードは、２月から交付を開始していますが、国のカード作成に日数を要しています。交付の準備ができた

人には、市役所から「個人番号カード交付通知書」を郵送しています。今しばらくお待ちください。

　なお、市役所での交付手続きには多少時間を要します。時間に余裕を持ってお越しください。

　詳しい受け取り方法等については、市報１月号または市ホームページをご覧ください。

　　カード交付の臨時窓口について

　通知カードおよび個人番号カードの交付のため、下記の日程で臨時交付窓口を開設し

ます。受け取りを希望される人は、事前に電話で受け取り時間を予約してください。

▲

と　き　　　２月２１日（日） 　午前９時～午後５時

▲

ところ　　　市民課窓口

▲

対象者　　　通知カード　　　・・・　通知カードをまだ受け取っていない人

　　　　　　　個人番号カード　・・・　個人番号カード交付通知書を受け取った人

▲

予約期限　　２月１９日（金）

▲

予約・問い合わせ先　市民課市民係（☎４７－１０３３）

市町村 負担金

境港市 6億 8,200 万円

米子市 27 億 4,902 万円

日吉津村 1億 1,633 万円

大山町 4億 9,549 万円

南部町 3億 5,027 万円

伯耆町 3億 5,981 万円

日南町 1億 8,013 万円

日野町 1億 3,060 万円

江府町 1億 2,276 万円

分担金および負担金
51 億 8,641 万円 (75.7%)
うち市町村負担金

繰入金
2 億 1,235 万円
(3.1%)

組合債
12 億 3,400 万円
(18.0%)

国・県支出金
2,986 万円
(0.4%)

使用料及び手数料
4,238 万円 (0.6%)

諸収入ほか
1 億 4,559 万円
(2.2%)

消防費
39 億 9,687 万円
(58.9%)

衛生費
19 億 1,043 万円
(28.1%)

公債費
6 億 283 万円
(8.9%)

総務費
1 億 9,314 万円
(2.8%)

民生費
8,477 万円 (1.3%)

教育費ほか
85 万円 (0.1%)

歳 入歳 入 歳 出歳 出
68億 5,059万円68億 5,059万円 67億 8,889万円67億 8,889万円

　平成２６年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が６８億５，０５９万円、歳出
総額が６７億８，８８９万円となり、歳入から歳出を差し引いた６，１７０万円は翌年度に繰り越しました。

平成２６年度鳥取県西部広域行政管理組合
一般会計　決算の概要

▼問い合わせ先
　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課
　　　　　　　　　　　（☎２２－７７３２）

※表中の決算額は、万単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

個人番号カード（表） 個人番号カード（裏）

7　平成２８年２月
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大
昔
か
ら
、
予
期
せ
ぬ
天
候
の
変
化

に
よ
り
庶
民
は
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

台
風
、
干
ば
つ
、
冷
害
、
風
水
害
、
雪

害
な
ど
で
す
。

　

こ
の
天
候
の
変
化
を
科
学
的
に
観
測

し
て
予
報
し
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
豊

か
で
安
全
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
明

治
時
代
に
入
り
、
函
館
、
東
京
な
ど
に

続
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国
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８
カ
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「
測
候
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」

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
１
つ
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境
測
候
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が
明
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16
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１
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１
日
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
か
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１
３
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で
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。

　

境
測
候
所
は
、
最
初
境
町
大
字
西
花

屋
敷
２
（
現
入
船
町
２
丁
目
）
に
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ら
れ
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風
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ど
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ま
し
た
。

　

明
治
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は
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天
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れ
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史
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。

　

明
治
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年
に
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在
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築
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年
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。
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船
の
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止
の
た

め
の
海
上
気
象
に
関
わ
る
漁
業
無
線
通

報
も
、
昭
和
33
年
６
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。
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ら
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。
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。
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気
象
特
性
や
災
害
等
に
つ

い
て
の
調
査
・
解
析
結
果
も
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お
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料
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思
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ま
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。

　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

松
本
修
一
）

防 災 の た め の 気 象 観 測防 災 の た め の 気 象 観 測

境測候所（明治 30 年代）

境測候所（平成 13 年）
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　これまで、電力の契約は地域ごとの電力会社との契

約でしたが、２０１６年４月１日から始まる「電力の

小売全面自由化」により、消費者が自身で小売電気事

業者を選択することができるようになります。

　小売電気事業者による切り替えの事前受付はすでに

始まっており、相談室には電力の小売全面自由化に関

連する相談もよせられています。

【事例】

　知らない業者から「電気代を安くできる」と電話が

かかった。数日後に説明に訪問したいと言われたが、

その際自宅に上り込んで設備を確認するとも言われ

た。信用できるか。

【アドバイス】

○「電気料金が今までより安くなる」と勧誘された際

　には、どのような条件で安くなるのか、また、契約

　期間が長期なものになっていないか、解約時に違約

　金が発生しないかなど、よく確認しましょう。

○電力の小売自由化と直接関係のない太陽光発電シス

　テムやプロパンガス、蓄電池等の勧誘によるトラブ

　ルも発生しています。勧誘を受けた場合はその必要

　性についてよく考えましょう。

○小売電気事業者は登録制です。登録業者か確認し、

　また、自分の居住地域が当該事業者の供給地域にな

　っているかもあわせて確認しましょう。

○登録事業者一覧は資源エネルギー庁のホームページ

　に掲載されていますが、契約に際して不安を感じた　

　りトラブルになった場合はご相談ください。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

電力の小売全面自由化

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

165消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　自動車を使用する事業活動において、日頃から安全な運転について

配慮することは事業所の社会的責任です。

　安全運転管理者の選任を必要とする自動車の保有台数は以下のとお

りです。

 ○ 乗車定員１１人以上の自動車：１台以上

 ○ その他の自動車：５台以上（自動二輪車は０．５台に換算）

 ○ ２０台以上の自動車を保有する場合は、安全運転管理者とは別に

 　 『副安全運転管理者』の選任（届出）が必要です。

　詳しくは、境港警察署交通課までお問い合わせください。

▼問い合わせ先

　境港警察署（☎４４－０１１０）

150

障がいのある人と
　障がいのない人が共生する社会へ

　今年４月より「障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律」が施行されます。

　この法律の目指すところは、障がいの有無によって

分け隔てられることなく、誰もがお互いの人格や個性

を尊重し合いながら共生する社会の実現です。では、

その実現のために、私たちは何をすべきでしょうか。

　まず、障がいのある人にとって、日常生活や社会生

活の妨げとなる制度や慣行を改めることでしょう。ま

た、手話や点字、音声案内など、スムーズな情報伝達

方法の工夫や建造物のバリアフリー化などいろいろあ

りますが、それにも増して一番求められるのは障が

いのある人への理解や配慮など、「心のバリアフリー」

ではないでしょうか。

　障がいがあることによる不便な面を一つ一つなくし

ていき、障がいのある人も障がいのない人と同じよう

に生活し活動することのできる社会にしていきましょ

う。

「安全運転管理者」を選任しましょう！
～業務で自動車を使用される事業所代表者の皆さんへ～お忘れなく！

国 民 健 康 保 険 税 ８ 期

後期高齢者医療保険料８期

介 護 保 険 料 ６ 期

の納期限は

２ 月 ２９ 日（月）
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

9　平成２８年２月



informationinformation

入
学
通
知
書
は
届
き
ま
し
た
か

　

今
年
４
月
に
お
子
さ
ん
が
小
・
中

学
校
に
入
学
す
る
保
護
者
に
入
学
通

知
書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
次
に
該

当
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
。

◇
入
学
通
知
書
の
記
載
事
項
に
誤
り

　

が
あ
る
。

◇
転
居
あ
る
い
は
指
定
外
の
学
校
に

　

入
学
す
る
予
定
が
あ
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

進
級
（
就
園
）
準
備
金
の
支
給

▼
対　

象

　

２
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
平
成
28
年
度
に
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童
等

◇
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い

　

る
世
帯
の
小
・
中
学
校
、
高
等
学

　

校
に
通
学
す
る
児
童
等

◇
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

　

支
援
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
に

　

通
う
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児

　

童
等

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

▼
申
請
期
間

　

２
月
15
日
（
月
）
〜
29
日
（
月
）　

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
停
の

増

設
・

名

称

変

更

　

２
月
20
日
（
土
）
か
ら
、は
ま
る
ー

ぷ
バ
ス
停
の
増
設
お
よ
び
名
称
変
更

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
月
号
に
新
し
い
時
刻
表

が
折
り
込
み
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
増
設
（
生
活
コ
ー
ス
）】

◇
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
前

◇
ト
ラ
イ
ア
ル
前

【
名
称
変
更
（
メ
イ
ン
コ
ー
ス
）】

（
新
）
社
会
福
祉
協
議
会
・
浜
の
里

（
旧
）
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

通
商
観
光
課
観
光
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
８
）

時
間
外
で
も
証
明
書
等
が

受

け

取

れ

ま

す

　

市
役
所
で
は
、
住
民
票
の
写
し
や

所
得
証
明
書
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
ご
予
約
い
た
だ
き
、
休
日
や
平

日
の
時
間
外
に
お
渡
し
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
交
付
を
受
け
ら
れ
る
人

　

証
明
書
等
に
記
載
の
あ
る
本
人
、

ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
の
人

※
交
付
時
に
確
認
し
ま
す
の
で
、
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
保
険

証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
税
関
係
の
証
明
書
の
交
付
に
は
印

章
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
方
法

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
に
、
担
当
課
へ
電
話
予
約

を
し
、
交
付
時
に
申
請
書
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
が
な
い
場
合
は
、
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

▼
交
付
で
き
る
証
明
書
お
よ
び
予
約

先
等

▼
交
付
場
所

　

宿
直
室
（
市
役
所
本
庁
舎
西
玄
関

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

▼
交
付
日
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

必
要
な
証
明
書
等
の
担
当
課
（
上

記
一
覧
表
を
参
照
）

境
港
市
文
化
財
指
定
解
除

　

上
道
神
社
社し

ゃ
そ
う叢

に
つ
い
て
、
境
港

市
文
化
財
の
指
定
が
解
除
と
な
り
ま

し
た
。

▼
名　

称　

上
道
神
社
社
叢

▼
指
定
年
月
日

　

昭
和
62
年
３
月
25
日

▼
所
在
地　

上
道
町

▼
解
除
年
月
日

　

平
成
27
年
12
月
22
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

有　

料　

広　

告

証 明 書 種 類 担 当 課 予約電話番号 予約受付時間

住 民 票 の 写 し

印 鑑 登 録 証 明
市民課 ４７－１０３３

平日のみ

午前８時３０分

～

午後５時

所 得 証 明

課 税 証 明 税務課
４７－１０１７

固定資産評価証明 ４７－１０１８

納 税 証 明 収税課 ４７－１１１３

予 約 日 交 付 日 時　

月～木曜日 当日のみ 午後５時１５分

～

午後７時３０分

金 曜 日

当日

土・日曜日
または

休日の月曜日

午前８時３０分

～

午後５時

※火～金曜日が休日の場合は、前日の予約となります。

市報さかいみなと　10



本

人

通

知

制

度

　

本
人
通
知
制
度
と
は
、
事
前
に
登

録
し
た
人
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の

写
し
な
ど
を
本
人
の
代
理
人
や
代
理

人
以
外
の
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合

に
、
そ
の
事
実
を
登
録
者
本
人
に
お

知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

▼
登
録
で
き
る
人

　

市
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ
る
人

（
過
去
に
あ
っ
た
人
も
含
む
。）

▼
登
録
方
法
（
登
録
無
料
）

　

登
録
希
望
者
本
人
が
、
本
人
確
認

書
類
を
持
っ
て
、
市
民
課
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
に
よ
る
登
録
の
場
合
は
、
委
任
状

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
登
録
期
間

　

登
録
日
の
翌
日
か
ら
３
年
後
の
12

月
31
日
ま
で

▼
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

　

本
籍
・
国
籍
等
の
記
載
の
あ
る
住

民
票
の
写
し
お
よ
び
記
載
事
項
証
明

書
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
戸
籍
謄

抄
本
、戸
籍
の
一
部
事
項
証
明
書（
除

票
ま
た
は
除
籍
等
を
含
む
）

▼
通
知
内
容

　

交
付
年
月
日
、
交
付
し
た
証
明
書

の
種
別
・
通
数
、
交
付
請
求
者
の
種

別
（
代
理
人
ま
た
は
代
理
人
以
外
の

第
三
者
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
３
）

交
通
災
害
共
済
の
窓
口
変
更
・

受
付
終
了
の
お
知
ら
せ

　

交
通
災
害
共
済
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
全
労
済
と
の
直
接
契
約
と
な
り

ま
す
。
市
民
課
窓
口
や
公
民
館
で
は

加
入
・
請
求
の
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
。

▼
継
続
加
入
し
た
い
人

　

全
労
済
か
ら
郵
送
で
契
約
者
に
直

接
申
請
書
が
届
き
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
今
年
度
の
加
入
・
請
求
期
間

◇
加
入 

… 

終
了
（
１
月
末
ま
で
）

◇
請
求 

… 

３
月
末
ま
で

▼
お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
１
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
今

年
度
の
請
求
期
間
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
正
】
３
月
末
ま
で

【
誤
】
２
月
末
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
３
）

◇
全
労
済
鳥
取
県
本
部　

西
部
支
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
４
１
３
３
）

市
民
図
書
館
の
休
館

　

市
民
図
書
館
で
は
、
図
書
整
理
の

た
め
、
次
の
期
間
休
館
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

２
月
18
日
（
木
）
〜
27
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
９
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
　
　
　

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
を
予
防
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
定
期
的
な
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

お
手
入
れ
と
点
検
】

◇
年
に
１
回
を
目
安
に
、
外
観
の
汚

　

れ
を
ふ
き
取
っ
て
お
手
入
れ
を
し

　

ま
し
ょ
う
。

◇
点
検
は
、
お
手
入
れ
を
行
っ
た
後

　

な
ど
、
最
低
限
１
年
に
１
回
は
行

　

い
ま
し
ょ
う
。

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
あ
る
「
ボ

　

タ
ン
を
押
す
」
あ
る
い
は
「
引
き

　

ひ
も
を
ひ
く
」
こ
と
に
よ
り
、
警

　

報
音
が
き
ち
ん
と
鳴
る
か
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
消
防
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
０
１
１
９
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

 

不動産のインターネット
公売を実施します

　納税の公平性を確保するため、市税滞納者から

差押えた不動産について、公売を行います。

▼公売の場所

　ヤフー株式会社が提供する公売に関するイン

ターネットオークションシステム上

◇ヤフー官公庁オークションＵＲＬ

　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

※掲載は２月１６日（火）午後１時から

▼公売物件

　サイト上でご確認ください。

▼公売方法　期間入札

▼公売参加申込期間

　２月１６日（火）午後１時

　　～２月２６日（金）午後１１時

▼入札期間

　３月４日（金）午後１時

　　～３月１１日（金）午後１時

▼その他

　滞納市税の解消などの理由により、公売を中止

する場合があります。

▼問い合わせ先

　収税課滞納整理係　（☎４７‐１０２０）

11　平成２８年２月



平
成
28
年
度 

小
規
模
修
繕
等

契
約
希
望
者
登
録

　

市
が
発
注
す
る
20
万
円
未
満
の
小

規
模
な
修
繕
工
事
な
ど
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
の
受
注
希
望
者
の
登
録

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

▼
登
録
の
要
件

◇
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
こ
と

◇
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
登
録
の
業
種　

土
木
、
建
築
、
塗

装
、
内
装
、
造
園
な
ど 

▼
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
な
書

類
を
添
付
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
間　

随
時

▼
登
録
の
有
効
期
間

　

登
録
日
（
４
月
１
日
以
降
）
か
ら

翌
年
３
月
末
日
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
３
）

平
成
27
年
度
定
期
監
査
報
告

▼
監
査
対
象

　

議
会
事
務
局
、
総
務
課
、
自
治
防

災
課
、
生
涯
学
習
課

▼
監
査
期
日　

昨
年
11
月
６
日（
金
）

▼
監
査
範
囲

　

昨
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
財
務
に
関
す
る
事
務
事
業
の
う

ち
、
委
員
が
指
定
し
た
次
の
事
項

◇
歳
入
・
歳
出
予
算
執
行
状
況

◇
国
庫
・
県
支
出
金
収
入
状
況

◇
委
託
料
・
工
事
請
負
費
・
備
品
購

　

入
費
・
補
助
金
・
負
担
金
執
行
状

　

況
◇
財
産
異
動
・
施
設
管
理
状
況

▼
監
査
方
法

　

資
料
や
帳
簿
な
ど
を
照
合
す
る
と

と
も
に
、
担
当
課
長
、
職
員
か
ら
聴

き
取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
監
査
結
果

　

予
算
や
財
務
事
務
の
適
正
な
執
行

を
認
め
る
と
と
も
に
、
各
種
施
設
の

適
切
な
管
理
・
保
全
を
今
後
も
継
続

す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員

◇
松
本
正ま

さ

福と
み

さ
ん（
松
江
市
八
束
町
）

◇
岩
田
慎
介
さ
ん
（
東
本
町
）

◇
岡
空
研
二
さ
ん
（
明
治
町
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
監
査
状
況

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
１
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
等
の
役
員
の
人
が
事
業

を
や
め
る
場
合
な
ど
に
備
え
、
あ
ら

か
じ
め
資
金
を
準
備
し
て
お
く
共
済

制
度
で
、
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の

た
め
の
退
職
金
制
度
と
い
え
ま
す
。

　

特
徴
は
、
掛
金
が
全
額
所
得
控
除

と
な
る
点
で
、
節
税
効
果
が
あ
り
ま

す
。

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
し
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、

青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店

な
ど
の
窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１
）

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

入
札
参
加
資
格
・
入
札
案
件
公
表

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
発
注
す
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、
組
合
を
組
織
す
る
市
町

村
（
米
子
市
、
境
港
市
、
日
吉
津
村
、

大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日
南

町
、
日
野
町
、
江
府
町
）
の
い
ず
れ

か
で
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

資
格
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

入
札
参
加
資
格
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
組
合
の
入
札
案
件
は
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

◇
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.tottori-seibukoiki.jp/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

事
務
局
総
務
課
入
札
財
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
７
７
３
２
）

２

月

の

献

血

　

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と　

き　

 

２
月
24
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

 

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
種　

類 　

全
血
献
血

▼
問
い
合
わ
せ
先  

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

種 別 管 土木 管

工 事 名
市民スポーツ広場
散水施設整備工事

夕日ヶ丘外汚水桝
新設工事

清掃センター浄化槽
設置工事

入 札 日 12 月 7 日 12 月 7 日 12 月 22 日

予 定 価 格 12,626 千円 12,587 千円 22,822 千円

落 札 額 12,290 千円 12,204 千円 22,572 千円

落 札 率 97.3% 97.0% 98.9%

落 札 者 足立燃料㈲ ㈲大東工業 ㈲橋本工業所

市報さかいみなと　12



農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
相
続
】

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
農
業

委
員
会
に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３
）

　

こ
れ
は
、
相
続
で
農
地
を
取
得
し

た
人
を
把
握
し
、
農
地
の
貸
し
借
り

等
に
際
し
て
、
手
続
き
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
制
度
で
す
。
届
出
は
、

農
業
委
員
会
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
畑
地
の
貸
し
借
り

（
農
用
地
区
域
内
に
限
る
）
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
耕
作
さ
れ
て
い
な

い
畑
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政

課
内
）　　

　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
】

▼
と　

き

　

３
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
が
出
店
枠
数
に
達
し
次

第
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
間

　

２
月
11
日
（
木
・
祝
）
〜
27
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
】

　

タ
ワ
ー
有
料
入
館
者
に
素
敵
な

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

▼
と　

き　

2
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
人
数
（
先
着
）　

50
人

※
当
日
は
タ
ワ
ー
入
館
料
を
一
律
１

割
引
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
他
の
割

引
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

informationinformationinformationinformation

 

 

有　

料　

広　

告

【４月からのごみの搬入について】
 
 ４月から可燃ごみの処理を米子市へ委託することになりますが、

　４月以降も清掃センターへのごみの搬入はこれまでと変更ありません。

  ※米子市クリーンセンターへ直接搬入はできませんのでご注意ください

　市内で発生したごみは、４月以降も清掃センター、リサイクルセンター

で受け取ることになります。

◇清掃センターで受け取るごみ

　可燃ごみ、衣類・布類、布団類、せん定枝木、刈り草、　古紙類、軟質

プラスチック類

◇リサイクルセンターで受け取るごみ

　不燃ごみ、ビン缶類、木製家具類、不燃性粗大ごみ、有害ごみ、ペット

ボトル、白色トレイ

※可燃ごみ、軟質プラスチック類を集積所に出す際は、これまでと同様に

　境港市指定ごみ袋を使用してください。（米子市指定のごみ袋は使用で

　きません。）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫

　２月２１日　（午前９時～正午）

◎可燃ごみの祝日収集 
≪２月の対象日≫
  ２月１１日（木・建国記念の日）

 ※当日は施設へのごみ持ち込みはできません。

◎軟質プラスチック類の祝日収集はありません

清掃センター情報

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　 （☎４２‐３８０３）

　◇リサイクルセンター（☎４５‐８６２６）

▼指定ごみ袋等の販売店追加のお知らせ

　次の店舗を指定ごみ袋等の販売店へ追加し

ました。

　◇ファミリーマート境港竹内町店（竹内町）

13　平成２８年２月



informationinformation

故 

水
木
し
げ
る
先
生
を
送
る
会

▼
と　

き　

３
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
メ
モ
リ
ー
映
像
上
映

◇
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
通
商
観
光
課
観
光
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
８
）

◇
水
木
し
げ
る
記
念
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
２
１
７
１
）

夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

２
月
29
日
（
月
）、３
月
31
日
（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

２
月
10
日
（
水
）、３
月
９
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、
来
年
度
取
り
組
み
た
い

内
容
や
日
々
の
暮
ら
し
で
感
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
み
ん
な
で
話
し
合
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。は
じ
め
て
の
人
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
23
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

第
２
回
国
際
交
流
音
楽
祭

　

境
港
市
出
身
の
声
楽
家
・
小
鉄
和

広
さ
ん
、
徳
山
奈
奈
さ
ん
と
、
マ
ケ

ド
ニ
ア
文
化
大
使
を
務
め
る
ブ
ラ
ゴ

イ
・
ナ
コ
ス
キ
さ
ん
ら
を
招
き
、
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
出
演
者

◇
小
鉄
和
広
さ
ん
（
バ
ス
・
境
港
市

　

出
身
）

◇
ブ
ラ
ゴ
イ
・
ナ
コ
ス
キ
さ
ん
（
テ

　

ノ
ー
ル
・
マ
ケ
ド
ニ
ア
文
化
大
使
）

◇
島
崎
智
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

◇
徳
山
奈
奈
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
境

　

港
市
出
身
）

◇
山
口
佳
代
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

◇
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱
団

　
（
市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生

で
構
成
）

▼
演
奏
曲
目

◇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
よ
り
〝
も

　

う
飛
ぶ
ま
い
ぞ
こ
の
蝶
々
〞

◇
「
蝶
々
夫
人
」
よ
り
〝
あ
る
晴
れ

　

た
日
に
〞

◇
「
椿
姫
」
よ
り
〝
乾
杯
の
歌
〞
な

　

ど
の
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア

◇
中
国
地
方
の
子
守
歌 

ほ
か

▼
入
場
料

◇
一　

般

　

２
５
０
０
円
（
当
日
３
千
円
）

◇
高
校
生
以
下

　

千
円
（
当
日
１
５
０
０
円
）

▼
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　

市
民
会
館
、
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
、
島
根
県
民
会
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
交
流
音
楽
祭
実
行
委
員
会

（
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
２
）

青
少
年
育
成
講
演
会

▼
と　

き　

２
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
演　

題　

ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
し
て
家
庭
や
地
域
で
で

き
る
取
り
組
み

▼
講　

師　

竺じ
く

原は
ら

晶
し
ょ
う

子こ

さ
ん
（
鳥
取

県
ケ
ー
タ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教

育
推
進
員
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

公
民
館
活
動
研
究
集
会

　
「
み
ん
な
す
て
き
な
公
民
館
人
」

を
テ
ー
マ
に
映
画
上
映
・
講
演
会
お

よ
び
実
践
活
動
発
表
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
20
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
内　

容

◇
ナ
ト
コ
映
画
上
映　

　

昭
和
20
年
代
前
半
の
日
本
各
地
の

公
民
館
の
様
子
を
記
録
し
た
貴
重
な

映
画
を
上
映
し
ま
す
。

◇
講
演
会

・
講　

師

　

山
脇
彰あ

き

子こ

さ
ん
（
鳥
取
銀
行
取
締

役
、
元
Ａ
Ｎ
Ａ
客
室
乗
務
員
）

・
演　

題　

上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
人
生
を
楽
し
く

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

催催  

しし

有　

料　

広　

告

 

小鉄和広さん（上）と
ブラゴイ・ナコスキさん（下）
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認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

　

認
知
症
予
防
の
講
演
会
と
市
内
で

認
知
症
予
防
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
活
動
報
告
を
行
い
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
は
、
普
段
の
生
活
を

振
り
返
り
、
認
知
症
に
な
り
に
く
い

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
へ
の
理
解
を
深
め
る

よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
下

さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
45
分

※
午
後
12
時
30
分
開
場

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
各
認
知
症
予
防
サ
ー
ク
ル
の
活
動

　

報
告

◇
認
知
症
予
防
の
講
演

・
演　

題

　
「
ご
近
所
の
支
え
『
愛
』
の
中
で

行
う
認
知
症
予
防
の
ス
ス
メ
」

・
講　

師

　

大
井
博ひ

ろ
し司

さ
ん
（
広
島
国
際
大
学

教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
研
修
会
』

　

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
し
、

活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に
招
い
て

の
研
修
会
で
す
。

　

今
回
は
、
障
が
い
の
特
性
を
知
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
時

の
配
慮
や
手
助
け
が
必
要
な
こ
と
を

映
像
で
見
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
６
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師

◇
吉
村
景
子
さ
ん
（
あ
い
サ
ポ
ー
ト

　

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、
境
港
市
障
が

　

い
児
（
者
）
育
成
会
副
会
長
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

Ａ

Ｅ

Ｄ

講

習

会

　

境
港
消
防
署
か
ら
講
師
を
招
き
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

※
約
１
時
間
程
度

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

▼
講　

師　

境
港
消
防
署
職
員

▼
定　

員　

20
人

▼
と
こ
ろ
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
６
）

成
年
後
見
制
度
法
人

後
見
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
意
思
決
定
支
援
を
す
す
め
る
集
い
〜

　
「
本
人
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る

体
制
は
ど
う
で
あ
る
べ
き
か
」
を
中

心
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
団
体
・
個
人

の
活
動
を
通
し
て
、
本
人
が
主
役
と

な
る
権
利
擁
護
・
支
援
の
あ
り
方
を

考
え
る
集
い
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
27
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
ふ
れ
あ
い
の
里　

大
会
議
室　

▼
内　

容

◇
講　

演

・
演　

題

　
「
イ
ギ
リ
ス
意
思
決
定
能
力
法（
Ｍ

Ｃ
Ａ
）
の
意
思
決
定
支
援
に
学
ぶ
」

・
講　

師

　

竹
内
俊
一
さ
ん
（
全
国
権
利
擁
護

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
）

◇
リ
レ
ー
ト
ー
ク

　

施
設
関
係
者
・
社
会
福
祉
士
・
家

族
等
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意
見

発
表
を
行
い
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
う
き

　
　
　
　
　
　
（
☎
21
‐
５
０
９
２
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ
イ
ブ

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　

昨
年
10
月
か
ら
12
月
の
３
カ
月

間
、
さ
か
い
み
な
と
市
民
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
た
５
人
全
員
が
無
事
故
・
無
違

反
で
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
し
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
、
ま
た
受

賞
者
に
は
副
賞
の
抽
選
会
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
鳥
取
県
交
通
安
全
協
会

境
港
地
区
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
８
６
４
）

informationinformation

美保飛行場周辺まちづくり基本計画（案）
説明会・意見募集のお知らせ

　現在、使用停止となっている市民会館ホールの整備等に係る、

美保飛行場周辺まちづくり基本計画（案）が取りまとめられまし

た。このたび、説明会を開催するとともに、皆さんの意見を募集

します。

【説明会】
　これまでの経過概要や内容等に関する説明会を行います。

▼と　き　２月１８日（木）午後７時～

▼ところ　市民会館大会議室

【意見募集】
　基本計画（案）について、皆さんのご意見を募集しています。

▼資料の閲覧および応募用紙等設置場所

　市役所自治防災課、各公民館、なぎさ会館、しおさい会館、市

民活動センター、市ホームページ

▼応募方法

　意見、住所、氏名、電話番号を明記の上、郵送、ファクシミリ、

電子メールのいずれかで応募して下さい。（電話による応募は受

け付けません。）

　提出様式は自由ですが、応募用紙もご利用ください。

▼募集期間

　２月１０日（水）～２９日（月）　※郵送の場合は必着。

▼その他

　意見に対しては、個別に回答はしませんが、取りまとめのうえ、

市の考えを公表します。

▼問い合わせ先　自治防災課危機管理室

　　　　　　　　（☎４７‐１０７１・FAX４６‐０２９９）
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informationinformation

税

の

無

料

相

談

　

２
月
23
日
の
「
税
理
士
記
念
日
」

に
ち
な
み
、
税
の
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

プ
ラ
ン
ト
５
境
港
店　

境
港
サ
ロ

ン
内

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
税
理
士
会
米
子
支
部　

　
　
　
　
　
　
（
☎
32
‐
４
７
９
５
）

こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
悩
み
や
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第
４
、５
会
議
室

▼
申
し
込
み
先

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
っ

と
り

　
（
☎
０
１
２
０
‐
82
‐
５
８
５
８
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協

議
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
27
‐
４
１
８
８
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

▼
と　

き　

２
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

研
修
室
２

▼
内　

容

　

相
続
、
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
成
年
後
見
申
し
立
て
、
借
金
・

多
重
債
務
の
問
題
な
ど
、
身
の
回
り

の
法
律
問
題

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

日
曜
合
同
労
働
相
談
会

　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
労
働
問
題
全
般

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。　

▼
と　

き　

３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
事
前
予
約
優
先

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り
（
県
労
働

委
員
会
）

　
（
☎
０
１
２
０
‐
77
‐
６
０
１
０
）

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画

策
定
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働 

相
談
会

　

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
行
動

計
画
策
定
や
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

質
問
や
相
談
が
あ
れ
ば
、
こ
の
機
会

に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
地
方
合
同
庁
舎　

４
階
共
用

会
議
室

▼
対　

象

◇
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
行
動

　

計
画
策
定
個
別
相
談
会

　

事
業
主
、
人
事
労
務
担
当
者
等

◇
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
個
別
相
談
会

　

パ
ー
ト
の
人
、
パ
ー
ト
で
の
就
労

　

を
ご
希
望
の
人
、
事
業
主
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
９
）

労

働

セ

ミ

ナ

ー

　

労
働
者
・
経
営
者
間
の
紛
争
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
を
受
給
中

の
人
は
、
求
職
活
動
実
績
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と
対
処
法

　

〜
労
働
相
談
の
現
場
か
ら
〜

▼
と　

き　

２
月
25
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
定　

員　

60
人

▼
講　

師

◇
鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
み

　

な
く
る　

労
働
・
雇
用
相
談
員

◇
労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り
（
県
労
働

　

委
員
会
）
事
務
局
職
員

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

開
催
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
資
料

準
備
の
た
め
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
み

な
く
る
米
子　
（
☎
31
‐
８
７
８
５
）

FAX 

21
‐
０
０
３
４

お
り
も
ん
や
仕
事
展

 

―
暮
ら
し
の
中
の
彩
り
―

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
作
ら
れ

た
作
品
の
展
示
、
即
売
会
で
す
。

▼
と　

き

　

２
月
26
日（
金
）〜
３
月
２
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
内　

容

　
「
お
り
も
ん
や
」
で
つ
く
ら
れ
た

ス
カ
ー
フ
、
バ
ッ
グ
等

▼
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
の
店
「
浜
っ
子
」（
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
）　

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
６
６
６
）

ベ
タ
踏
み
坂
グ
ル
メ
・

ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
６

　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
か
ら
ベ
タ
踏
み
坂
を

巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。
駅

前
で
は
ミ
ニ
・
グ
ル
メ
市
場
も
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

３
月
21
日
（
月
・
振
替
）

◇
Ａ
コ
ー
ス
（
11
・
６
㎞
）

　

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

◇
Ｂ
コ
ー
ス
（
６
・
１
㎞
）

　

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

※
集
合
は
ス
タ
ー
ト
の
30
分
前　

▼
集
合
場
所

　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
公
園

▼
参
加
費

◇
一
般
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

◇
小
・
中
学
生　

　
　
　

５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料

▼
参
加
特
典

　

境
港
産
ベ
ニ
ガ
ニ
汁
、
宍
道
湖
産

シ
ジ
ミ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

▼
申
込
方
法

　

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://m
atsue-w

alk.com
/betabum

i/

▼
定　

員　

３
０
０
人

※
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
の
合
計
で
す
。

▼
申
込
期
限　

３
月
11
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

松
江
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
（
☎
０
８
５
２
‐
60
‐
５
２
０
６
）

6

）
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募募  

集集

土
屋
健
二
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

サ
ッ
カ
ー
・
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
第

一
人
者
で
あ
る
土
屋
健
二
さ
ん
に
よ

る
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
21
日
（
日
）

①
午
前
９
時
30
分
〜

　

年
中
〜
小
学
校
２
年
生

②
午
前
10
時
45
分
〜

　

小
学
校
３
〜
５
年
生

③
午
後
１
時
15
分
〜

　

小
学
校
６
年
生
〜
中
学
１
年
生

④
午
後
２
時
30
分
〜

　

中
学
２
〜
３
年
生

※
各
回
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

屋
内
練
習
場
ス
パ
シ
ー

ヴ
ァ
（
麦
垣
町
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
持
参
す
る
も
の　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
、
飲
み
物
、
上
靴

▼
申
込
期
限　

２
月
17
日
（
水
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ　

　
　
（
☎
57
‐
５
１
７
０
）

臨

時

職

員

募

集

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

　

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員　

５
人

▼
日
額　

６
７
０
０
円

▼
資
格
要
件　

住
所
要
件
あ
り

▼
採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
金
）

▼
応
募
期
限　

３
月
７
日
（
月
）

▼
試
験
日　

３
月
13
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
先  

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

教
育
委
員
会
臨
時
職
員
募
集

①
学
校
指
導
補
助
員

▼
募
集
人
数　

５
人
程
度

▼
業
務
内
容　

学
習
等
の
支
援

▼
勤
務
時
間　

週
29
時
間
程
度

※
学
校
休
業
日
は
原
則
勤
務
な
し

▼
時　

給　

９
１
０
円

②
学
校
図
書
館
職
員

▼
募
集
人
数　

４
人
程
度

▼
業
務
内
容　

学
校
図
書
室
の
蔵
書

整
理
等
の
管
理
運
営

▼
勤
務
時
間　

１
日
５
時
間
程
度

※
学
校
休
業
日
は
原
則
勤
務
な
し

▼
時　

給　

８
７
０
円

③
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
業
務
内
容　

児
童
の
保
育
等

▼
勤
務
時
間

◇
通　

常　

週
15
時
間
程
度

◇
長
期
休
業
日
中

　

週
30
時
間
程
度

▼
時　

給　

９
１
０
円

▼
資　

格

　

18
歳
以
上
（
経
験
・
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
）

【
①
・
②
共
通
事
項
】

▼
資　

格

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
（
経
験
・
資

格
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
特
記
事
項

　

長
期
休
業
日
に
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

員
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
①
〜
③
共
通
事
項
】

▼
雇
用
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日
ま

で
（
更
新
有
り
）

▼
応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
も

の
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

２
月
23
日
（
火
）
午
後
５
時
必
着

▼
面
接
試
験
日　

２
月
28
日
（
日
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　

都
会
地
か
ら
の
移
住
・
定
住
者
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
募
集
し

ま
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
の
人
も
応
募
で
き

ま
す
の
で
、
県
外
の
ご
家
族
・
お
知

り
合
い
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
者
数　

２
人

※
市
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用

▼
職
務
内
容

　

伯
州
綿
の
栽
培
、
伯
州
綿
の
Ｐ
Ｒ

活
動
、
伯
州
綿
の
特
産
化
・
事
業
化

に
向
け
た
企
画
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
関
す
る
業
務
等

▼
任
用
予
定
期
間

　

５
月
１
日
（
日
）
〜
来
年
３
月
31

日
（
金
）

※
１
年
ご
と
に
更
新
し
、
最
長
３
年

ま
で
延
長
可
。

▼
応
募
資
格

◇
４
月
１
日
現
在
で
年
齢
が
満
18
歳

　

以
上
の
人
（
性
別
不
問
）

◇
３
大
都
市
圏
内
お
よ
び
政
令
指
定

　

都
市
の
都
市
地
域
に
住
所
を
有
し
、

　

採
用
後
境
港
市
の
活
動
地
域
に
生

　

活
の
拠
点
を
移
し
、
住
民
票
を
異

　

動
で
き
る
人
（
Ｕ
タ
ー
ン
も
可
）

◇
境
港
市
に
１
年
以
上
居
住
可
能
な

　

人
◇
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
人

◇
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

　

人
◇
パ
ソ
コ
ン
（W

o
rd

、E
x
c
e
l

）
、

　

ブ
ロ
グ
で
の
情
報
発
信
な
ど
の
基

　

本
的
な
操
作
が
で
き
る
人

◇
地
域
振
興
に
興
味
が
あ
り
、
地
域

　

お
こ
し
に
積
極
的
に
取
り
組
め
る

　

人
▼
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
申
込
方
法

　

履
歴
書
（
写
真
付
き
）、レ
ポ
ー
ト
、

住
民
票
を
郵
送
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

２
月
26
日
（
金
）
午
後
５
時
必
着

▼
選
考
方
法

◇
１
次
審
査　

書
類
選
考

◇
２
次
審
査
（
面
接
）

　

３
月
13
日
（
日
）

※
２
次
試
験
は
、
１
次
合
格
者
を
対

象
に
境
港
市
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

▼
合
否
通
知

◇
一
次
審
査　

３
月
３
日
（
木
）

◇
二
次
審
査　

３
月
23
日
（
水
）

※
結
果
は
電
話
で
通
知
し
ま
す
。

▼
留
意
事
項

　

平
成
28
年
度
境
港
市
当
初
予
算
案

の
議
決
内
容
に
よ
り
採
用
を
行
わ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

文
化
振
興
財
団
職
員
募
集

　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館
の
館
長
を

募
集
し
ま
す
。
資
格
要
件
や
就
労
条

件
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
人
数　

１
人

▼
採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
金
）

▼
応
募
方
法

　

履
歴
書
、
志
望
動
機
（
市
販
の

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以

内
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
期
限　

２
月
22
日
（
月
）

▼
選
考
方
法

　

筆
記
試
験
（
小
論
文
）、
面
接

▼
選
考
日　

３
月
６
日
（
日
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
０
０
３
３

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
３
）

informationinformation
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市
役
所
・
学
校
等
へ
の

物

品

納

入

業

者

　

市
で
は
、
来
年
度
に
単
価
契
約
に

よ
り
購
入
す
る
一
般
事
務
用
品
（
消

耗
品
）
な
ど
の
納
入
業
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
所
定
の
申
込
書
等
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
総
務
課
管
財
係
ま
で
取

り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
主
な
購
入
物
品

◇
文
具
類
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
の
り
、
ク

　

リ
ッ
プ
、
付
箋
紙
な
ど
）

◇
用
紙
類
（
コ
ピ
ー
用
紙
、
画
用
紙
、

　

折
紙
な
ど
）

◇
そ
の
他
（
乾
電
池
、
蛍
光
管
、
ト

　

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、洗
剤
な
ど
）

▼
納
入
資
格　

物
品
の
売
買
等
に
つ

い
て
市
に
登
録
し
て
い
る
市
内
業
者 

▼
提
出
期
限

　

２
月
29
日
（
月
）
正
午
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
３
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
資
格（
一
人
親
世
帯
等
優
先
）

　

一
人
親
世
帯
等
の
人
は
、
優
先
入

居
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

２
月
５
日
（
金
）
〜
17
日
（
水
）

▼
入
居
抽
選
日　

２
月
19
日
（
金
）

▼
入
居
可
能
日　

３
月
１
日
（
火
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

第
１
回
境
港
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
と　

き　

３
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

◇
受　

付　

午
前
８
時
〜

◇
開
会
式　

午
前
９
時
〜

▼
コ
ー
ス　

境
台
場
公
園
発
着

▼
部　

門　

◇
親
子
の
部　

　
　
　

１
・
５
㎞

◇
小
・
中
学
生
の
部　

　

 

３
㎞

◇
一
般
３
㎞
の
部　

　
　

 

３
㎞

◇
一
般
５
㎞
の
部　

　
　

 

５
㎞

▼
参
加
料　

千
円
（
保
険
料
含
む
）

※
小
・
中
学
生
の
部
は
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
に
参
加
部
門
、
参
加
者
氏

名
、
性
別
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

〒
６
８
４
‐
８
７
９
９

　

境
港
郵
便
局
留　

境
港
カ
ニ
カ
ニ

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会　

松
本
正ま

さ

福と
み

▼
申
込
期
限

　

２
月
29
日
（
月
）
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員

会
・
足
立
さ
ん

（
☎
０
７
０
‐
２
３
５
８
‐
９
４
３
７
）

informationinformation

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 162）

渡団地

（渡町 1363 ｰ 3）

外江団地

（外江町 3266-5）

種　別 一般 一人親世帯等優先 一般 一般 一般

建設年度 昭和 48 年 昭和 50 年 昭和 50 年 昭和 53 年 昭和 59 年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・４階建 鉄筋・4階建

募集住戸 48A 棟 5 号（３階）50A 棟 37 号（３階）50A 棟 40 号（４階）53B 棟 52 号（４階） 6号（３階）

間取り等
３Ｋ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳（２）、４．５畳

家賃（円） 10,300 ～ 20,300 11,900 ～ 23,300 11,900 ～ 23,300 13,200 ～ 25,900 16,200 ～ 31,700

　境港市ブックスタートで育む
　　　　　　親子関係づくり講演会
　

　平成14年度に始まった「ブックスタート」、絵本を通じて親子のこころを育む活動を振り返るとともに、

「ごんぎつね」で有名な絵本作家を迎え、記念講演会を行います。ご家族みんなでご参加ください。

▼と　き　３月６日（日）　午前９時４５分～１１時３０分

　※開場は午前９時１５分から

　※参加費無料

▼ところ　保健相談センター

▼テーマ　絵本で笑顔がひろがるまちに～赤ちゃんから大人まで～

▼内　容　◇境港市ブックスタートのあゆみ報告（午前９時４５分～）

　　　　　　（報告者）　・ブックスタート体験者親子

　　　　　　　　　　　・読み聞かせボランティア団体

　　　　　◇講演会（午前１０時２０分～）

　　　　　　・演　題　「絵本と私とブックスタート～絵本の挿絵について～」

　　　　　　・講　師　黒井 健
けん

さん

　　　　　　　※講演終了後にサイン会を行います。

　　　　　　　※託児あり、要予約

▼問い合わせ先

　健康推進課母子保健係

　　（☎４７‐１０４２）
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境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開 催 中
橋本興家版画展
（～２月２９日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

２月２０日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉
集』を読もう」

市民図書館
（分館）

15:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

２月２７日（土）絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

読
み
聞
か
せ
レ
ッ
ス
ン
参
加
者

　

講
師
の
先
生
を
お
迎
え
し
、
読
み

聞
か
せ
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
活
動
を
し
て
い
る
人

や
、
関
心
の
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
と　

き　

３
月
13
日(
日)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
中
央
公
民
館

▼
講　

師　

聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ

う
さ
ん
（
読
み
聞
か
せ
師
・
作
家
）

▼
定
員
（
先
着
順
）　

70
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
、
氏
名
、

電
話
番
号
等
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

　

境
港
市
読
み
聞
か
せ
団
体
連
絡
協

議
会　

浜
田
さ
ん

　
　
　
（
☎
・
FAX 

44
‐
１
１
２
８
）

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
明
記
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り
情
報

【
巡
回
子
育
て
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
】

▼
と　

き　

３
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館

▼
内　

容　
「
ひ
ま
わ
り
」
の
お
も

ち
ゃ
を
持
っ
て
で
か
け
ま
す
。
一
緒

に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」　
（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」　
（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

聖

心

幼

稚

園

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

▼
生
活
発
表
会

◇
と　

き　

２
月
20
日
（
土
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
12
時
15
分

◇
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ネ
ル

　
　
　
　
　

シ
ア
タ
ー
を
楽
し
も
う

◇
と　

き　

２
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
未
就
園
児
を
対
象
に
園
庭
開
放
し

て
い
ま
す
。

◇
平　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

美
哉
幼
稚
園
・
び
さ
い
保
育
園

び

さ

い

交

流

会

▼
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
ひ
な
人
形
を
つ
く
ろ
う
!!
」

▼
と　

き　

２
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

妊
婦
さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報

informationinformation

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

３月５日
（毎月第１土曜日）

14：00

～

15：00

市民図書館

（分館）

絵本と紙しばいを楽しむ会
（なぎさ会）

２月１３日
（毎月第２土曜日）

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

２月２０日
（毎月第３土曜日）

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
10：30

～

11：30

地域子育て
支援センター
ひまわり

19　平成２８年２月



フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　成人式が１月１０日(日 )に文化ホールで行われま

した。境港市では新成人３７５人のうち２８６人が式

典に出席し、新たな門出を祝いました。

　会場は久しぶりに会う仲間が集まり、活気で満ちあ

ふれていました。

　新成人代表の渡辺雄平さんは、「周りの方への感謝

を忘れないようにしたい」と決意を語りました。

誓いを胸に新たな門出
　境港市成人式 開催

　毎年恒例の冬のイベント、カニ感謝祭が１月１７日

（日）に水木しげるロードで開催されました。

　水木しげる記念館から妖怪神社まで、鬼太郎たちと

一般参加者・関係者総勢約５００人でパレードを行い、

感謝の気持ちを込めてカニを奉納しました。

　また、参加者にはカニの贈呈やカニ汁の振る舞いな

どもあり、みな大満足でした。

カニの恵みに感謝を込めて
　第１３回カニ感謝祭 開催

　市内の小学校から一般までの金管クラブ、吹奏楽

団が参加し、第２２回ブラスフェスタ in境港が１月

１７日（日）に上道小学校で開催されました。７団体

が出演し、日頃の練習の成果を発揮しました。

　合同演奏では、迫力のある音で会場が包まれ、訪れ

た約３４０人の観客を魅了しました。最後は「ふるさ

と」を会場全員で合唱し、幕を閉じました。

迫力の音、観客を魅了
　第２２回ブラスフェスタ in 境港 開催

市報さかいみなとの発行日が変わります！

　平成２８年４月号から、市報の発行日を下記のとおり変更します。ご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　 ▼問い合わせ先　地域振興課広報情報係（☎４７‐１０１０）

平成２
８年

４月号
から

 　　　（現在）　　　　　　　　　　　（４月号から）
　　　　　毎月５日発行　　　　毎月１日発行⇒
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保健相談センターへ

　　　　お越しください
保健だより保健だより保健だより保健だより

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
 2 月 16 日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会  2 月 16 日（火）

10:00 ～ 10:40
（5カ月～8カ月児）

10:50 ～ 11:30
（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～
１歳６カ月児
と保護者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

カウンセリング  2 月 24 日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

保健師の

ちょっと一言
ジェネリック医薬品を

         上手に利用してください

６カ月児健康診査

▼  3 月  2 日（水）12:50、13:25

　平成 27 年 8 月生まれの幼児

▼   4 月 13 日（水）12:50、13:25

　平成 27 年 9 月生まれの幼児

１歳６カ月児健康診査

▼   2 月 25 日（木）12:50、13:25

　平成 26 年 7 月生まれの幼児

▼   3 月 24 日（木）12:50、13:25

　平成 26 年 8 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼   3 月 10 日（木）12:50、13:25

　平成 25 年 2 月生まれの幼児

▼   4 月 14 日（木）12:50、13:25

　平成 25 年 3 月生まれの幼児

　ジェネリック医薬品という言葉をテレビなどでよ

く聞くようになりました。ジェネリック医薬品とは、

最初に開発された薬の特許が切れてからつくられた

薬です。厳しい審査を受けていますので、安全性や

効き目は今までの薬と同じですが、開発するための

費用がかからないので価格が安くなっています。で

すからお財布にもやさしい薬ということになります。

　薬によってはジェネリック医薬品がない場合や、

治療によっては薬を替えられない場合がありますの

で、まずはかかりつけのお医者さんや薬局の薬剤師

さんに相談してください。

　保険証を出しているところでジェネリック医薬品

を希望しているという意思表示カードやシールを配

布しているところもありますので、それを利用する

のも効果があります。

　また、新しい薬をもらうときには、今までの薬が

どれくらい残っているのかを必ずお医者さんや薬剤

師さんに報告してください。残った薬を人に譲った

りしてはいけません。

　間違った使い方をすると薬も体に有害なものに

なってしまいます。上手に、効果的に利用しましょう。

▼問い合わせ先

　市民課保険年金係（☎４７－１０３９）

榊原 統
とう

佑
すけ

 ちゃん（H27.5.1 生） と　　

お母さんの 江
え

梨
り

奈
な

 さん（新屋町）

今月のげんきちゃん
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□発行　境港市役所
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□発行日　２月５日（金）
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※次回発行は３月４日（金）

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
 2 月 18 日（木）

 3 月 10 日（木）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談

 2 月 12 日（金）

 2 月 26 日（金）

 3 月  4 日（金）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談

 2 月 19 日（金）

 3 月 11 日（金）
13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 2 月 18 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：16,950 人（＋ 3）
　　女　：18,298 人（＋ 17）
　合　計：35,248 人（＋ 20）
　世帯数：15,199 世帯（＋ 20）

　※平成 27 年 12 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

一 

健
康
で
楽
し
く
働
き

　
　

 

明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

互
い
に
助
け
合
い 

　
　

 

だ
れ
に
も
親
切
に
し
ま
し
ょ
う

一 

き
ま
り
を
守
り

　
　

 

公
共
の
物
を
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

一 

自
然
の
美
を
生
か
し

　
　

 

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一 

豊
か
な
心
を
養
い

　
　

 

文
化
の
向
上
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

　
　
　

   　
　
　

〈
昭
和
45
年
11
月
３
日
制
定
〉

市 民 憲 章
くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

□材料（４人前）
【押し寿司】

　○カニ（２００g）

　○米 ( ３カップ )

　○昆布 ( １０ｃｍ )　　　　

　○水 ( ３カップ )

　○卵 ( ３個 )

　○きゅうり ( １／２本 )

   ○酒 ( 少々 )

【合わせ酢】

  ○酢 ( 大さじ 4)

  ○塩 ( 小さじ１．５)

  ○砂糖（大さじ３）

【細巻き】

  押し寿司の材料に加え、

  ○青じそ ( １２枚 )

  ○のり ( ６枚 )

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  10

　２月の境漁港には、寒さ厳しい日本海で獲れた魚たちが

水揚げされます。悪天候の日も多く、全体の水揚量は少な

くなりますが、水揚げ日本一のベニズワイガニは、この時

期が最盛期となります。

　これから春を迎え、祝い事も多くなる時期です、今回は、

ベニズワイガニの逸品お寿司をご紹介します。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ かに寿司（押し寿司・細巻き）
□作り方

【押し寿司】

 ① カニは開いて酒をかけ、

　  きゅうりは斜め薄切り、

     卵は炒っておく。

 ② 米は昆布を入れて炊き、

　  合わせ酢ですし飯を作る。

 ③ 押し型の中に、すし飯→カニ→きゅうり→すし飯→

     きゅうり→炒り卵→すし飯→カニの順番に重ねて入

     れて押し寿司を作る。

 ④ 型から抜き、食べやすい大きさに切って器に盛る。

【細巻き】

 ①  【押し寿司】の② と同様にすし飯を作り、カニには

　  酒をかけておく。

 ② のりは半分に切り、巻すの上にのせ、すし飯をのば

     し、シソの葉、汁けを切ったカニの順にのせ、細巻

     きを作る。

る
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